
9 議会だより

議会　第 194 号　令和 6年 4月15日

認定こども園松川南保育園
認定こども園松川南保育園は東細野地区にあり、県産材のカラマツを使ったぬくもりが感じられる園舎と、
4400㎡の広大な園庭がひろがる環境のなかで、子どもたちはのびのびと過ごしています。
3月現在の園児数は、年長 24 名、年中 27 名、年少 17 名未満児 32 名で、職員は園長 1名、保育士 20 名、保育
補助 6名、栄養士 1名、調理員 3名で日々の保育にあたっています。

【認定こども園松川南保育園の園目標】
たくましく ｢生きる力｣ と豊かな心を持つ子ども

・友だちと仲よく遊べる子ども　　・自分で考えて行動できる子ども　　・思いやりのある子ども

園目標を大切に、子どもたちが心も体も安全・安心
に過ごせるように気を配り、保育者の温かなまなざし
のなかで、笑顔と歓声にあふれ、いきいきと活動する
子どもたちに育ってほしいと願っています。
活動を通じて ｢楽しい、またやりたい。｣ と子ども
たちが思った時や、子どもたちの笑顔、絵本を見てい
るときの“きらきらした顔”を間近で見る事ができる
ことに、やりがいや幸せを感じていると先生方がおっ
しゃっていました。
保育園の先生はみな、松川村の子どもたちの健やか
な成長を願い頑張っていることを感じました。

こんにちは！議会です
松川村議会　3月定例会

認定こども園松川南保育園の職員のみなさん
（後列左から）髙橋先生　郷津先生　渡邊先生　小林先生　平田先生　宮永先生
（前列左から）佐藤栄養士 松澤先生　宮下先生　坂井園長　薄井先生　安田先生　平石先生

認定こども園松川南保育園認定こども園松川南保育園

第194号
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項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果

議案第1号 令和 5年度すずむし荘大規模改修第Ⅱ期工事の
請負契約の締結について

契約金額 7370 万円とする。
（長野県大町市　株式会社相模組） ◎

議案第2号 令和 5年度松川村一般会計補正予算（第 9号） 歳入歳出それぞれ6035万円追加し、総額49億
5144万円とする。 ◎

令和6年第1回臨時会提出議案 2月9日 （全員賛成：◎　賛成多数：〇　認定・承認：□）

項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果

議案第3号 財産の処分について
譲渡土地21筆・58,764・59㎡、建物・家屋3筆
3,166.84㎡、譲渡価格4100万円。（北アルプス飲
料株式会社）

◎

議案第4号 令和5年度松川村一般会計補正予算（第10号） 歳入歳出それぞれ3240万円追加し、総額49億
8384万円とする。 ◎

令和6年第2回臨時会提出議案 2月21日 （全員賛成：◎　賛成多数：〇　認定・承認：□）

項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果
議案第5号 松川村議会委員会条例の一部を改正する条例 総務省通達による「署名又は記名押印の廃止」。 ◎

議案第6号 松川村議会会議規則の一部を改正する規則 会議規則の8項目の変更及びこれら変更に伴う
条数変更。 ◎

議案第7号 松川村固定資産評価審査委員会条例等の一部
を改正する条例 総務省通達による押印省略に伴う関連条例。 ◎

議案第8号 附属機関設置条例の一部を改正する条例 委員会等名称変更によるもの。 ◎

議案第9号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例 委員会等名称変更によるもの。 ◎

議案第10号
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展
の基盤強化に関する法律に基づく固定資産税の
課税免除に関する条例の一部を改正する条例

承認地域経済牽引事業の固定資産税の課税免
除に関し起算して5年以内、令和7年3月31日ま
でに承認されたものに改正。

◎

議案第11号 松川村社会教育施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例

施設廃止。「松川村馬羅尾高原マレットゴルフ場」
を削除。 ◎

議案第12号 松川村立学校施設の開放に関する条例の一部を
改正する条例

一時間当たり「2,850円」を「1,000円」に改め
る、施設使用料の一部改正。 ◎

議案第13号 松川村福祉医療費給付金条例の一部を改正す
る条例 長野県の要綱改定によるもの。 ◎

議案第14号 松川村生活環境等推進協議会条例の一部を改
正する条例

「衛生部長、土木部長」を「環境土木部長」に統合
の為「環境土木部長会代表」とする。 ◎

議案第15号 松川村消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例

第5条第2項第2号中「8,900円」を「9,100円」と
する。 ◎

議案第16号 令和5年度すずむし荘大規模改修第Ⅰ期工事の
変更請負契約の締結について

契約金額1億450万円を1億761万円に変更
する。 ◎

議案第17号 令和5年度松川村一般会計補正予算（第11号） 歳入歳出それぞれ3億1737万円追加し、総額
53億121万円とする。 ◎

議案第18号 令和5年度松川村特定環境保全公共下水道事
業特別会計補正予算（第4号）

歳入歳出それぞれ3238万円追加し、総額6億
4792万円とする。 ◎

議案第19号 令和6年度松川村一般会計予算 歳入歳出それぞれ総額42億3000万円とする。 ◎

令和6年3月定例議会提出議案 3月11日〜21日 （全員賛成：◎　賛成多数：〇　認定・承認：□）
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議案第20号 令和6年度松川村国民健康保険特別会計予算 歳入歳出それぞれ総額9億7850万円とする。 ◎

議案第21号 令和6年度松川村後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出それぞれ総額1億5568万円とする。 ◎

議案第22号 令和6年度松川村公園墓地造成事業特別会計予算 歳入歳出それぞれ総額216万円とする。 ◎

議案第23号 令和6年度松川村水道事業会計予算 歳入歳出それぞれ総額2億6707万円とする。 ◎

議案第24号 令和6年度松川村下水道事業会計予算 総額8億2839万円とする。 ◎

議案第25号 松川村職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例 地方自治法変更に伴うことによる。 ◎

議案第26号 松川村会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 会計年度任用職員の勤勉手当支給。 ◎

議案第27号 松川村子ども・子育て会議設置条例の一部を改
正する条例 学校教育法及び子育て支援法改正に伴う改正。 ◎

議案第28号 松川村家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚生労働大臣を内閣総理大臣に改める。 ◎

議案第29号
松川村特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

上位法改正に伴う改正及び、子ども家庭庁設置
による条文改正によるもの。 ◎

議案第30号 松川村副村長の選任について 原勇一氏の選任を同意。 □

議案第31号 松川村教育長の任命について 古畑元大氏の任命を同意。 □

議案第32号 松川村監査委員の選任について 熊井弘氏の選任を同意。 □

議案第33号 令和5年度松川村一般会計補正予算（第12号） 歳入歳出それぞれ5061万円追加し、総額53億
5182万円とする。 ◎

議案第34号 松川村監査委員の選任について 山中伯行氏の選任を同意。 □

報告第1号 議案等審査特別委員会報告 議案第19号から議案第24号までの特別委員会
の審議。 ◎

項目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果

報告第2号 「刑事訴訟法（再審法）の改正を国に求める意見書」
の提出を求める陳情（陳情者：大北士業有志） 採　択　　　　　　　　意見書提出 ◎

陳情の審査結果

（経済課）
　〇芦間川流域への企業誘致を評価し、商工業のみならず村への波及効果を期待する。
　〇地域営農支援事業において充実した地域計画の実現に期待する。
（学校教育課）
　〇学校給食食材費高騰分の補助を評価し、無償化の早期実現を要望する。
　〇コロナ禍があけ校外学習等が復活する事で、より活動が活発化する事を期待する。
（子育て応援課）
　〇保育士派遣事業を活用するにあたり、保育体制の拡充と処遇改善を望む。

議案等審査特別委員会報告
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3
月
定
例
会
一
般
質
問 

8
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
6
年
3
月
15
・
19
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

一般質問の様子を松川村ホームページ内の松川村議会「議会中継」で見ることができます。
QRコードからアクセスして各議員の一般質問の様子をご覧ください。

3月定例会一般質問

宮
みや
﨑
ざき
　昭

あき
利
とし

矢
やぐ ち
口あかね

村
政
運
営
に
つ
い
て

QQ　
ミ
ニ
集
会
の
中
で

最
も
印
象
に
残
る
意
見

や
課
題
は
。

A　
す
ず
む
し
荘
の
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
。

QQ　
給
食
費
完
全
無
償

化
の
財
源
は
。　
　
　

A　
事
業
の
優
先
順
位

を
付
け
決
め
て
い
く
。

QQ　
小
規
模
農
家
へ
の

支
援
は
具
体
的
に
。　

A　
機
械
購
入
の
補
助

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

QQ　
永
久
定
住
が
定
着

化
を
す
る
に
は
。　

A　
今
ま
で
以
上
に
サ

ポ
ー
ト
し
、
募
集
設
計

や
出
口
設
計
を
実
施
し

て
い
く
。

QQ　
活
動
費
が
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

A　
令
和
四
年
度
実
績

延
べ
11
人
分
で
、
1
，

7
1
8
万
円
使
用
し

て
い
る
。

防
犯
灯
設
置
の
件

QQ　
年
平
均
、
何
ケ
所

　

新
設
し
て
い
る
か
。

A　
過
去
5
年
間
平
均

11
箇
所
設
置
。

QQ　
平
成
26
〜
27
年
度

L
E
D
化
で
、
電
気

料
の
軽
減
は
。

A　
年
間
約
40
万
円
。

QQ　

将
来
の
た
め
に
、

そ
れ
を
基
金
に
積
み
立

て
た
ら
ど
う
か
。

A　
そ
う
い
う
方
向
で

来
年
度
、
安
協
総
会
に

諮
る
。

新
村
長
の
子
ど
も
施
策

QQ　

昨
年
か
ら
切
実
に

要
望
し
て
い
る
保
育
の
預

か
り
要
件
と
、「
育
休
退

園
」改
善
の
進
捗
は
。

A　
満
1
歳
か
ら
の
受
け

入
れ
は
変
更
せ
ず
、「
育
休

退
園
」は
保
育
士
の
確
保

次
第
進
め
る
。

QQ　

小
中
学
校
給
食
の

無
償
化
決
断
の
時
で
は
。

A　
早
急
に
進
め
る
。有

機
無
農
薬
米
の
更
な
る
提

供
は
、研
究
し
て
い
く
。

QQ　
県
内
の
子
ど
も
の
自

殺
は
長
ら
く
突
出
し
て
お

り
、子
ど
も
へ
の
暴
力
や

虐
待
は
人
知
れ
ず
深
く

広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

子
ど
も
が
自
身
で
身
を
守

る
予
防
教
育
は
緊
急
を

要
す
る
が
。

A　
職
員
が
、C
A
P
な

が
の
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
、有
効
性
を
感
じ

た
。学
校
と
検
討
し
た
い
。

選
ば
れ
る
村
!
と
は

QQ　
県
外
で
学
ん
だ
後
、

特
に
女
性
が
戻
っ
て
き
て

い
な
い
。県
は「
女
性
と

若
者
に
選
ば
れ
る
県
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

村
行
政
の
女
性
管
理
職

登
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、考
え
は
。

村
長　
誰
も
が
住
み
よ

い
村
づ
く
り
を
考
え
る
。

A　
こ
れ
ま
で
は
、産
休

育
休
取
得
の
間
に
女
性
職

員
に
不
利
益
が
あ
っ
た
が

解
消
さ
れ
た
。係
長
以
上

の
女
性
職
員
は
現
在
4

割
を
占
め
る
が
管
理
職
は

い
な
い
。
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3
月
定
例
会
一
般
質
問 

8
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
6
年
3
月
15
・
19
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
の
須
沢
村
政
に

つ
い
て

QQ　
須
沢
村
長
の
選
挙

運
動
中
の
7
つ
の
公
約

の
う
ち
、
一
番
重
点
に

置
く
も
の
は
。

A　
7
つ
全
て
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
い
、村
民

の
皆
さ
ん
に
暮
ら
し

や
す
さ
を
感
じ
て
頂

き
た
い
。公
約
の
う
ち

幾
つ
か
は
、就
任
時
に

担
当
課
長
に
指
示
を

出
し
て
い
る
。一
部
は

6
月
定
例
会
で
予
算

化
し
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

QQ　
災
害
時
の
為
、
村

内
の
備
蓄
倉
庫
に
は
、

何
が
ど
の
位
備
蓄
さ
れ

て
い
る
か
。

A　
か
ぶ
ろ
会
館
西
・

西
原
公
民
館
南
の
二

カ
所
の
備
蓄
倉
庫
と

役
場
に
、
米
・
パ
ン
食

料
品
3
2
5
0
食
、水

2
4
0
0
本
、毛
布
・

寝
具
5
0
0
セ
ッ
ト
、マ

ス
ク
4
6
2
0
0
枚
、

簡
易
ト
イ
レ
1
6
5
5

基
、オ
ム
ツ
・
生
理
用

品
3
8
5
2
枚
、紙
皿

8
6
6
0
枚
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
る
。

QQ　
消
火
栓
の
格
納
箱

の
ホ
ー
ス
で
全
家
屋
に

水
が
届
く
か
。

A　
全
て
の
家
屋
は
届

か
な
い
。
新
た
な
造
成

地
は
半
径
80
m
以
内
に

1
基
消
火
栓
を
設
置
し

て
い
る
。

村
政
姿
勢

QQ　
選
挙
の
成
果
と
低

投
票
率
に
つ
い
て
。

A　
成
果
は
、選
挙
と
な

り
多
く
の
村
民
と
対
話

出
来
た
。投
票
率
は
、前

回
ま
で
と
違
う
構
図
で

予
想
よ
り
も
高
か
っ
た
。

QQ　
政
策
の
継
承
。

A　

少
子
高
齢
化
対

策
、村
内
に
如
何
に
金
を

落
と
す
か
、大
糸
線
利

用
促
進
の
3
点
、良
い
政

策
は
磨
き
を
か
け
、将
来

必
要
で
あ
る
こ
と
に
取

組
む
、時
代
に
合
わ
せ
変

化
さ
せ
て
い
く
。

QQ　
政
策
・
施
策
の
根
幹
。

A　
「
人
口
が
減
少
し
て

も
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
」人
口
減
少
緩
和
策
・

対
応
策
で
公
約
7
項
目

を
実
施
し
て
い
く
方
針
。

QQ　
第
7
次
後
期
5
カ

年
総
合
計
画
と
の
関
係
。

A　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
よ
る
村
民
の
意
向

分
析
と
村
の
将
来
に
何

が
必
要
か
を
考
え
樹
立

す
る
。

QQ　
農
業
振
興
の
水
稲

の
位
置
づ
け
。

A　
「
基
盤
産
業
」は
継

続
。対
策
案
を
示
し
て

い
く
。

QQ　
松
糸
高
規
格
道
路

に
つ
い
て
の
考
え
方
。

A　
安
曇
野
市
側
4
㎞

の
実
施
に
8
年
要
す
る
、

見
通
し
の
開
示
要
求
。

QQ　
除
細
動
器（
A
E
D
）

の
有
効
活
用
。

A　
設
置
箇
所
の
移
動

を
含
め
再
検
討
す
る
。

村
長
の
政
治
姿
勢

防
災
と
高
齢
者
福
祉

QQ　
住
宅
耐
震
改
修
促

進
計
画
の
目
標
値
と
達

成
率
は
。

A　

目
標
80
％
で
81
．

3
％
の
達
成
。

QQ　
住
宅
耐
震
診
断
と

耐
震
診
断
工
事
の
補
助

金
利
用
は
。

A　
診
断
1
6
2
軒
で

補
助
金
は
10
軒
。

QQ　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工

事
補
助
金
の
新
設
を
。

A　
現
在
調
査
研
究
中
。

QQ　
防
災
の
担
当
部
署

に
女
性
職
員
は
。

A　
2
人
が
在
籍
。

QQ　
村
長
の
構
想
は
。

A　
住
宅
の
耐
震
化
の

施
策
を
進
め
た
い
。

QQ　
高
齢
者
の
孤
立
孤

独
化
を
防
止
す
る
に
は
。

A　

家
庭
か
ら
出
て
、

仲
間
づ
く
り
が
重
要
。

QQ　
老
人
福
祉
計
画
で

の
コ
メ
ン
ト
や
変
更
は
。

A　
コ
メ
ン
ト
や
変
更

は
な
い
が
、
今
後
は
成

年
後
見
制
度
を
推
進
。

QQ　

様
々
な
状
況
に

よ
る
生
活
困
窮
者
の

対
応
は
。

A　
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
で
相
談
を
。

QQ　
高
齢
者
福
祉
の
課

題
や
施
策
は
。

A　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
取
組
み
を

推
進
。

QQ　
村
長
の
高
齢
者
福

祉
に
対
す
る
構
想
は
。

A　
気
軽
に
移
動
で
き

る
手
段
を
確
保
し
た
い
。

梨
な し
子田

だ
長
おさ お
生

石
いし
腰
こし
　隆

たか し
史

平
ひらばやし
林　幹

みき
張
はる
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3
月
定
例
会
一
般
質
問 

8
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
6
年
3
月
15
・
19
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

有
機
農
業
に
支
援
を

QQ　

松
川
村
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
た
め
、有

機
農
業
を
村
の
柱
の
一

つ
に
位
置
づ
け
て
は
。

A　
「
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
の
推
進
」と
総
合
計

画
に
あ
る
か
ら
、段
階
的

な
拡
大
を
目
指
す
。

QQ　
学
校
給
食
に
有
機

米
を
増
や
し
て
は
。

A　
有
機
関
係
者
と
協

議
し
、研
究
し
て
い
く
。

QQ　
協
力
隊
員
を
積
極

的
に
採
用
し
て
は
。

A　

協
力
隊
を
募
集

し
、移
住
・
定
住
し
て
い

た
だ
く
、と
の
政
策
に
シ

フ
ト
さ
れ
れ
ば
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

防
災

QQ　
耐
震
性
を
満
た
し

て
い
な
い
住
宅
へ
の
耐
震

診
断
の
補
助
制
度
は
。

A　
村
に
申
請
し
て
頂

く
と
、無
料
で
診
断
す
る

補
助
制
度
が
あ
る
。

QQ　

耐
震
改
修
に
は
、

多
額
の
資
金
が
必
要
。リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
を
復
活

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

A　
補
助
事
業
の
復
活

は
考
え
に
く
い
。

QQ　

寝
室
の
防
災
ベ
ッ

ド
か
、居
間
の
筋
か
い
な

ど
部
分
的
な
防
災
対
策

を
村
単
独
の
補
助
金
創

設
の
内
容
は
。

A　
効
果
や
活
用
の
見

込
み
、そ
れ
か
ら
財
源
確

保
な
ど
多
方
面
か
ら
調

査
研
究
を
始
め
て
い
る
。

補
助
制
度
の
立
ち
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
。

安
全・安
心
の村

づ
く
り

QQ　
「
松
川
村
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
」が
12
月

5
日
に
制
定
さ
れ
た
。松

川
村
が
条
例
の
制
定
へ
と

至
っ
た
経
過
と
判
断
さ
れ

た
内
容
は
。

A　

犯
罪
に
よ
る
被
害

は
、誰
も
が
あ
る
日
突
然

巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。ま
た
生
命
を
奪
わ
れ

る
、家
族
を
失
う
、障
害

を
負
わ
さ
れ
る
、と
い
っ

た
直
接
的
な
被
害
に
加
え

て
、周
囲
の
無
理
解
や
偏

見
、配
慮
に
欠
け
た
言
動

等
に
よ
る
心
身
の
不
調
、

経
済
的
な
損
失
等
の
二

次
被
害
に
も
苦
し
め
ら
れ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
犯
罪
被
害

者
等
の
支
援
は
、村
と
し

て
も
早
期
に
取
り
組
む
必

要
あ
る
と
判
断
し
た
。

QQ　
J
ア
ラ
ー
ト
で
緊
急

速
報
が
発
せ
ら
れ
た
時
、

村
民
は
ど
う
対
応
し
た

ら
良
い
の
か
。

A　
J
ア
ラ
ー
ト
に
は
・

弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
地
震
・

噴
火
・
津
波
な
ど
の
種

類
が
あ
り
、発
令
内
容
に

よ
っ
て
対
応
が
異
な
る
。

住
民
の
皆
様
が
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
か
に
よ
っ

て
、命
を
守
る
対
応
は
異

な
る
の
で
、村
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
対
処
が
必
要

で
あ
る
か
を
周
知
し
て
い

く
。村
民
の
皆
様
が
初
期

の
避
難
行
動
を
取
れ
る

よ
う
、今
後
も
対
応
し
て

い
く
。

松
川
村
学
校
教
育
の

現
状
と
今
後

QQ　

1
月
1
日
石
川

県
で「
能
登
半
島
地
震
」

勃
発
。衝
撃
が
起
き
た
。

児
童
へ
の
影
響
は
大
き

い
が
、保
育
園
、小
中
学

校
、災
害
安
全
教
育
の

指
導
、訓
練
の
内
容
は
。

A　
保
育
園
、小
中
学

校
で
年
一
回
台
風
を
予

測
し
た
引
き
渡
し
訓
練

を
実
施
。村
認
定
保
育

園
で
は
、年
12
回
地
震
火

事
、洪
水
想
定
の
中
で
避

難
訓
練
を
実
施
。小
中

学
校
で
は
地
震
、災
害
、

J
ア
ラ
ー
ト
に
対
す
る

避
難
訓
練
を
実
施
。3
・

4
年
生
と
6
年
生
は
社

会
科
で
、中
学
生
は
、社

会
科
の
地
理
的
分
野
で

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、保
健
体
育
や
技
術

家
庭
科
で
ケ
ガ
防
止
、安

全
な
室
内
環
境
の
整
え

方
を
指
導
。総
合
学
習
で

は
村
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
調
べ
学
習
を
実
施
。中

学
校
は「
国
土
強
靭
地

域
計
画
」に
お
い
て
当
村

に
影
響
が
予
想
さ
れ
る

糸
魚
川
、静
岡
構
造
線
に

つ
い
て
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
講
演
を
総
務
課
職
員

が
行
っ
て
い
る
。

QQ　
学
説
に
よ
る
と
ス

マ
ホ
の
使
用
時
間
が
長

い
と
脳
の
発
達
を
損
ね

る
。村
の
使
用
時
間
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
結
果
は
。

A　
小
学
生
は
30
分
〜

60
分
、中
学
生
は
2
時

間
か
ら
3
時
間
。

平
ひらばやし
林　泉

いずみ

上
う え だ
田　治

はる
美
み

山
やまなか
中　伯

のり
行
ゆき
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活動活動ののひとこまひとこま　1 月から 3月に行った主な議会の活動

北アルプス広域新春賀詞交換会 1／5 議長・総建、社文両委員長
「小水力発電」説明会 1／9 議員 10 名 
村新春賀詞交換会 1／9 議員 10 名
第 42 回青少年育成村民運動推進大会 1／13 議員 11 名
12 月定例会報告会 1／13 議員 11 名
第 15 回議会打合せ会 1／19 議員 11 名
長野県地方自治政策課題研修会 1／19 議員 11 名
松川村消防団出初式 1／21 議員 12 名
議会運営研修会 1／23 議員 10 名
北アルプス広域連合議会運営委員会 1／31 議長
大北パワーアップ研修会 2／2 議員 9 名
松川響岳太鼓子供会壮行演奏会 2／4 議員 10 名
松川村ボランティア協議会総会 2／5 議員 9 名
池田松川施設組合議会 2／6 正副議長・社文正副委員長
北アルプス広域連合議会 2／7・8 正副議長・山中議員
高瀬広域水道企業団議会 2／8 正副議長
議会全員協議会 2／9 議員 12 名
第 1 回臨時会 2／9 議員 12 名
松川村スポーツ少年団表彰式 2／11 正副議長・社会福祉文教委員
第 16 回議会打合せ会 2／15 議員 12 名
第 2 回臨時会 2／21 議員 12 名
穂高広域施設組合議会 2／21 正副議長
村長懇談会 2／27 議員 11 名
第 17 回議会打合せ会 3／5 議員 12 名
議会全員協議会 3／8 議員 12 名
令和 6 年第 1 回定例会開会 3／11 議員 12 名
松川中学校卒業証書授与式 3／16 議員 12 名
松川小学校卒業証書授与式 3／18 議員 12 名
第 18 回議会打合せ会 3／25 議員 12 名

▼「芦間川小水力発電事業」説明会（1/9）
株式会社アドバンスより、芦間川を利用した小水力発

電の開発事業の説明を受ける。各公共施設の温室効果
ガス総排出量を2030年度までに、50％削減することが
求められている中で、Co2排出量の削減に繋がる。

▲議会運営研修会（1/23）
松本市浅間温泉文化センターにて開催
1．議会実態調査結果の概要について　議長会若林氏
2．地方議会の運営について　全国議長会　赤羽氏
　＊議会運営（地方議会）の実務について学ぶ。
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編 

集 

後 

記

松
川
村
の
村
長
が
替
わ
り
、最
初

の
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
達
議
員
も
任
期
の
折
り
返
し

を
迎
え
、現
在
の
議
会
報
常
任
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
で
の
、最
後
の「
こ
ん

に
ち
は
！
議
会
で
す
」に
な
り
ま
し

た
。お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。次
号
か
ら
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

残
り
後
半
の
任
期
も
、更
に
気

を
引
き
締
め
て
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

石
腰
隆
史

議
会
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
茅
野
　
靖
昌

副
委
員
長
　
小
山
　
育
一

委
員
　
　
　
石
腰
　
隆
史

　
　
　
　
　
平
林
　
幹
張

　
　
　
　
　
宮
﨑
　
昭
利

本会議の様子を
インターネットで

無料配信しています。
「松川村議会」

で検索してください。

議会体制が新たに！
議長就任のごあいさつ

松川村議会議長　大和田耕一

引続き議長に就任させていただくこととなり、そ
の責任の重さを痛感しております。
従前にも増して、村民の皆様とのコミュニケー
ションを大切に「開かれた議会」であることに心掛
け、「議会内活動の活性化」による改革を進めてま
いります。
村長の掲げる「日本一暮らしやすい村」づくりを
共に進め、内外に恥じない松川村議会を創出してま
いります。
何卒、宜しくお願いいたします。

社会福祉文教常任委員会

委員長　　三崎　千照
副委員長　宮㟢　昭利
委　員　　平林　　泉
　　　　　小山　育一
　　　　　平林　幹張
　　　　　山中　伯行

委員長　　平林　　泉
副委員長　小山　育一
委　員　　矢口あかね
　　　　　石腰　隆史
　　　　　三崎　千照

総務産業建設常任委員会

議会運営委員会

委員長　　茅野　靖昌
副委員長　梨子田長生
委　員　　三崎　千照
　　　　　平林　　泉

副議長　平林　泉　　 議長　大和田耕一

委員長　　梨子田長生
副委員長　石腰　隆史
委　員　　大和田耕一
　　　　　矢口あかね
　　　　　上田　治美
　　　　　茅野　靖昌

議会報常任委員会


